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はしがき

科学技術庁振興局の企画と指導による「科学技術の話題」と題する連続

放送講座の第10回目を、「理化学研究所の動き」と題して、昭和34年の7月

から9月までの毎週火曜日、都合13回、日本短波放送を通じて放送しまし

た。

本書はその放送の速記をまとめたものであります。刊行がたいへんおく

れましたが、御高覧に供します。

この放送のために、お忙しい時間を割いていただいた鈴江局長・湯川秀

樹・井上春成・山田正一・渋沢敬三・瀬藤象二の各氏に厚く御礼を申しあ

げます。

理化学研究所理事長

長岡治男


